桜川市市民憲章（案）
桜川市第１次総合計画は、平成１９年３月に策定されました。この計画の策定にあたっては、市民のまちづくりに対するニーズ、問題意識を把握するために市内に居住する１８歳以上の男女５，０００名を対象にアンケート調査が行われました。また、親子で答えるまちづくりアンケート（１，０００人）や子育て保護者アンケート（５００人）も同時期に行われました。

このような調査を基に、桜川市の将来像「伝統と豊な自然に恵まれた田園文化都市　～やすらぎのまち桜川～」と５つの基本理念が定められ施策が体系化されました。

この計画書は、市民の考えや願いが込められたものとなっているので、これを尊重し市民憲章（案）を作成しました。

　また、旧町村で制定されていた憲章は、「○○○をつくりましょう。」と、行政からの一方的な呼びかけであったように思われます。

健康で文化的な明るいまちづくりに向けて、市民が主体的に関わっていこうとする意識を込め「○○○をつくります。」と表現しました。

【前　文】

わたくしたちは、伝統と豊かな自然に恵まれたふるさとを愛し、限りない繁栄と幸せを願って、市民憲章を定めます。

※　市民一人ひとりが、｢住んでよかった｣「住み続けたい」と実感でき、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とわ),永久)にふるさとを愛することのできるまちでいられるよう願いが込められています。
【本　文】

　総合計画の基本理念である「自治」「安心」「育成」「調和」「自立」を強調しました。

〈市民と行政が協働で明るいまちをつくります。〉　　　　　　　　　　　　　　「自治」
※　地方自治は、市民と行政の協働による運営が不可欠であることから、市民参画による行政運営を推進し、市民ニーズを踏まえた地域づくりに対応できる協働による地域自治体が構築できるよう願いが込められています。

〈互助と信頼を深め、安心とやすらぎのあるまちをつくります。〉　　　　「安心」

※　市民が元気で健康に暮らすことのできるよう、健康の保持・増進のための施策を推進し、地域の中で共に支えあい、安心して暮らすことのできる福祉環境を充実するなどの願いが込められています。

〈健やかな体と豊かな心を育むまちをつくります。〉　　　　　　　　　　　　　「育成」

※　学校や家庭、地域が連携して地域ぐるみで子どもたちの豊な心と力を育むため、教育環境の充実を図ることができるとともに、まちづくりの主役となる市民の多様な学習・創作活動ができる生涯学習環境を充実するなどの願いが込められています。

〈豊かな自然と歴史・文化が調和する美しいまちをつくります。〉　　　　　「調和」
※　快適で潤いのある暮らしが実現できる環境と、豊な自然を後世に引き継いでいけるよう自然環境の保全に取り組み、環境負荷の少ない循環型社会への願いが込められています。

〈地域資源を活かし、活力に満ちた豊かなまちをつくります。〉　　　　　　「自立」
※　桜川市の特性を活かした地場産業や観光をはじめとする各種産業が、魅力と活力のある産業になれるよう願いが込められています。

※印は、説明文です。

